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富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

◆望ましい学校規模(学級数) ◆望ましい学校規模(学級人数)

◆望ましい通学距離と通学時間 ◆早期に適正化を検討する学校規模

小学校：
中学校：

1学級あたり少なくとも21人」以上

望ましい通学距離：
望ましい通学時間：

複式学校が存在する学校
全学年が単学校である学校

12～18学級(各学年2～3学
級)

 9～18学級(各学年3～6学級)

徒歩で2～3km以内、自転車で6km以内
徒歩・自転車で30～40分以内
スクールバス・公共交通機関を利用した
場合。自宅から学校までおおむ䛽1時間
以内



基本方針 主な内容䛾

環境変化に対する配慮

● 子どもたちを取り巻く環境 変化を考慮し䛾 、子どもたち 心身 負担を軽減す䛾 䛾 るため 十分なケ䛾 アを行う。
● 山間部や過疎地において 、通学距離や通学時間が子ど䛿 もたち 心身に対し䛾 過度な負担とならによう、発

達段階に応じた配慮を行う。
● 保護者や地域住民 環境変化について配慮す䛾 る。
● 支援が必要な子ども 教育環境に変化がある場合 、そ䛾 䛿 実状に応じ䛾 た支援を検討する。

保護者や地域 理解と䛾 協力

学校 、地域におけるスポー䛿 ツ活動や行事、災害拠点といった様々な役割を担っており、また、子どもたち 安心・䛾
安全な通学 確保においても䛾 地域 協力 重要䛾 䛿

● 学校規模 適正化 適否 判断も䛾 䛾 䛾 含め、地域特性に配慮する。
● 保護者や地域と十分な協議を行い、理解を得ながら協力・連携に努める。

通学 安全確保䛾
● 通学 安全確保に十分配慮す䛾 る。
● 遠距離となる場合に 、スク䛿 ールバス等適切な通学手段を検討する。

既存施設 活用䛾
● これまで耐震化や老朽化対策として 大規模幸司等を実施し䛾 てきたことから、将来世代 財政負担を軽減䛾

するため、既存 学校を有効活用す䛾 ることも検討する。

多様な教育方法 検討䛾
● 子どもたちが未来 社会を歩むた䛾 めに必要な教育環境をつくるため、従前 小・中学校だ䛾 けでなく、9年間

教育課程を元押す䛾 ことができる小中一貫校や義務教育学校 設置 ついても䛾 䛾 検討する。
● 未来 社会を担う人材を育てるた䛾 め、既存 概念にと䛾 らわれることなく新たな教育方法 調査研究を行う。䛾



学校再編に関するアンケート調査

対　　象：富山市内 小中学生 保護者䛾 䛾
期　　間：令和3年9月3日～15日
調査方法：Googleフォームによるオンライン投票
回  答  者：1,485名

『富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針』 策定に関し䛾 て
● 策定されたことを知っているか？
● 望ましい学校規模(学級数)について適切だと思いますか？
● 望ましい学校規模(学級人数＝生徒数)いついて適切だと思いますか？
● 望ましい通学距離と通学時間について適切だと思いますか？
● 早期に適正化を検討する学校規模について適切だと思いますか？
● 「環境変化に対する配慮」について、ど ようなこ䛾 とが必要であると考えますか？
● 「通学 安全確保」について、ど䛾 ようなこ䛾 とが必要であると考えますか？
● 「保護者や地域 理解と䛾 協力」を得るうえで、ど ようなこ䛾 とが必要であると考えますか？
● 「既存施設 活用」について、有効な活用方法を考えら䛾 れること ？䛿
● 「多様な教育方法 検討」について、ご䛾 意見・要望がございますか？



回答者内訳

学年 人数

小学1年 343人

小学2年 295人

小学3年 271人

小学4年 262人

小学5年 282人

小学6年 256人

中学1年 134人

中学2年 97人

中学3年 81人

性別 PTAで 役職䛾

女

男

一般会員

役員



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

策定されたことを知っているか？

策定されたこと 知ら䛿 ない策定されたこと 知っ䛿 ている



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

基本方針䛿適切だと思いますか？



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

『 環境変化に対する配慮 』について、ど ようなこ䛾 とが必要であると考えますか ?

策定で提示された以外 意見䛾

● 具体的な配慮内容 定性定量 両目標設定とロードマ䛾 䛾 ップ化

● 環境変化が起きる時䛿、随時、子供たちにアンケートをとって心 不安を探り䛾 、適切な対策
を行う。

● 地域から学校が無くなると、新しい人が増えず、さらに過疎化が進む。

● 学校や地域で 討論なしに、新聞・ニュ䛾 ース等で先に知らされた。不愉快で不信感しかな
い。



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

『 通学 安全確保䛾  』について、ど ようなこ䛾 とが必要であると考えますか ?

策定で提示された以外 意見䛾

● 徒歩と自転車 スク䛾 ールゾーンを分ける等安全面を考慮する。

● 親 送迎可能な学校周辺 整備。䛾 䛾

● 通学路に防犯カメラ 設置や無線䛾 LAN等で 通過確認。䛾

● 毎日 持ち帰りでラ䛾 ンドセル 総重量が約䛾 5～6kgと重く、リュックサック等 軽量化や宿題䛾
で使わない教科書や教材 「置き䛾 勉」 促進䛾
※2018年文部科学省 健やかな発達に影響が生じ䛿 か ない懸念があると䛽 指摘し、必要に応じて適切な配慮を講じるよう
全国 教育委員会に通知し䛾 た



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

『 保護者や地域 理解と協力䛾  』を得るうえで、ど ようなこ䛾 とが必要であると考えますか ?

策定で提示された以外 意見䛾

● 統廃合について 、多く䛿 場合現役世代より数年後 世代から䛾 䛾 負担になるた䛾 め、地域
よりも、６歳未満 子がいる家庭へ 聴取を希望す䛾 䛾 る。

● こ アンケ䛾 ート ように、ネ䛾 ットで情報 収集や要望を伝えた䛾 い。未就学児 いる家庭で䛾
、ワー䛿 クショップや説明会等 参加が難し䛾 い。

● 保護者や地域 善意 協力だ䛾 䛾 けで 負担が多く䛿 、報酬を渡して依頼できること 依頼す䛿
べき。

● 地域 自治体 高齢者 声が多く䛾 䛿 䛾 、ノスタルジーや行政批判を重視し子供たち 教育環䛾
境について真摯に考えているか疑問もある。また決定に時間がかかる。



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

『 既存施設 活用䛾  』について、有効な活用方法と考えられること䛿何ですか？

詳細な意見

● 人数に対して狭すぎる学校 県立高校と䛿 場所を共有する等、部活場所 確保をし䛾 てあげ
てほしい。

● 災害避難場所

● 地域住民 拠点と䛾 なるような施設運用。

● 不登校児童 様々な理由や原因に合わせた䛾 自由度 高い支援施設。䛾



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

『 多様な教育方法 検討䛾  』について、ご意見・要望䛿ございますか ?

意見・要望

● 小学校選択制。

● 教科担任制。

● 地域がら余儀なく小規模校になった場合䛾IoTを活用した運営方法 検討。䛾

● 不登校児へ 支援・インク䛾 ルーシブ教育等、教育 質を下げず全て 子供に良い教育環䛾 䛾
境を与えてほしい。

● 飛び級や、学校以外 義務教育スキ䛾 ームなど 改革䛾



＜小学校＞

芝園，新庄，藤ノ木，豊田，堀川，堀川南

，蜷川，速星，鵜坂

＜中学校＞

堀川，速星

＜小学校＞

柳町，浜黒崎，岩瀬，針原，四方，八幡，草
島，倉垣，長岡，寒江，古沢，老田，池多，
新明，太田，船峅，上滝，福沢，小見，樫尾
，朝日，古里，音川，山田，神通碧

＜中学校＞

山田，楡原

再編対象校と大規模校と 比較䛾

対象校名

再編対象校 大規模校



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

策定されたことを知っているか？

再編対象校 大規模校

策定されたこと 知ら䛿 ない

策定されたこと 知ら䛿 ない

策定されたこと 知っ䛿 ている

策定されたこと 知っ䛿 ている



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

再編対象校 大規模校

基本方針䛿適切だと思いますか？



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

「望ましい学校規模(学級数)」について適切だと思いますか？

再編対象校
そ 他意見䛾

大規模校
そ 他意見䛾

● 学校再編䛿大規模校より小規模校 方が、䛾
関心が高い。

● 小規模 学校で䛾 䛿できる活動や部活動 限䛾
界がある。

● クラス替えができたほうが良い。

● 児童減少が見込まれる で、統合䛾 䛿やむを
得ない。

● 学校 存続がそ䛾 地域 存続に影響を及ぼ䛾 䛾
す。過疎地域で䛿学校 存続が望ましい。䛾

● 学級数䛿適正である。

● 学級数が多いと行動に制限がでる
(目に見えないルール　例；こ 時間䛾 䛿〇年
生が使用する⇒他 学年䛾 䛿使用して䛿いけ
ない)。

● あまり多すぎると学習格差が生まれる。

● できるだけ小規模である方がいい。



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

「望ましい学校規模(生徒数)」について適切だと思いますか？

再編対象校
そ 他意見・要望䛾

大規模校
そ 他意見・要望䛾

● 先生が見守れる生徒数だと思う。

● 望ましい生徒数 授業 内容により変容す䛿 䛾
るも で、人数にこ䛾 だわって再編する 正䛾䛿
しい在り方で ない。䛿

● 21人以上と人数が多いと先生 目が行き䛾 届
かない で ないか。䛾 䛿

● 上限を定めて欲しい。

● 上限を定めて欲しい。 (最も多い意見䛿30人
以下)

● 少人数で手厚く見てほしい

● 現状で䛿人数が多すぎると感じる。

● 小規模であっても地域に必要な学校䛿極力
残してほしい。

● 授業 量・質に対して先生へ 負担が大き䛾 䛾
すぎる。副担任を配置すべき。



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

「望ましい通学距離と通学時間」について適切だと思いますか？

再編対象校
そ 他意見・要望䛾

大規模校
そ 他意見・要望䛾

● 1時間 子供に負担がかかりす䛿 ぎる。

● 歩くことが望ましい。

● 通学時間 短い子と䛾 1時間かかるこ 家庭䛾
学習 時間に差がありす䛾 ぎる。

● 天候によりスクールバス 範囲を拡大し䛾 て
ほしい

● 通学時間 学年によっ䛿 て詳細に定めて欲し
い。

● 1時間 長す䛿 ぎる。

● 事故 リスク䛾 や勉強等 時間を有効に生か䛾
すために義務教育中 なるべく䛿 短い通学距
離・時間が良い。

● 学区について考慮してほしい



富山市立小・中学校 適正規模・適正配置に関す䛾 る基本方針

「早期に適正化を検討する学校規模」について適切だと思いますか？

再編対象校
そ 他意見・要望䛾

大規模校
そ 他意見・要望䛾

● 維持費が高いから仕方がない。

● 閉校になる䛾䛿地域によって過疎化が進む
要因になる で慎重に考えてほしい。䛾

● 小規模校より大規模校 人数を分散してほ䛾
しい。いろいろな経験も小規模校に比べると
少ない。

● 富山市䛿共働きが多く、学童など 放課後䛾
に子供達がすごせる場所䛿必要である。

● 大規模校へ 編成も䛾 進めてほしい。

● 段階を踏んで統合を進めてほしい。

● 合併した場合、学童を利用しやすくしてほし
い。

● 校区 見直しや特認校があ䛾 る事 周知な䛾
ど、まだ出来ること䛿ある。



学校再編について

保護者が求めているも䛾

学校

地域 子供達

子供 環境を第一に䛾
学校・地域・子供達が手を取り合い

学校再編した際に納得し
協力しあう保護者でありたい。



子供 環境を第一に䛾

近くに学級数 少ない学校があ䛾 るにも関わらず、学級数 多い学校へ行かなけれ なら䛾 䜀 ない現状。
現状 校区に対し、不満に思われる䛾 方が多い。

生徒数が少ない方が、先生 目が行き䛾 届きやすい。
魅力ある学校へ通学させたい。たとえ遠距離でも納得して通学させられる。

学校再編について

学校へ求めているも䛾

学校

地域 子供達小学校選択制 導入䛾



学校再編について

学級数 多い地区に複式学級䛾
また 単級 学校が隣接䛿 䛾

資料　富山市 学級数分布図䛾

学級数による色別

近くに学級数 少ない学校があるに䛾
も関わらず、学級数 多い学校へ行䛾
かなけれ なら䜀 ない現状

https://www.gaccom.jp/

https://www.gaccom.jp/


学校再編について

地域が求めているも䛾

子供 環境を第一に䛾

学校

地域 子供達

地域へ 説明なしに新聞やテレビ䛾 等 情報が先行しており䛾 、非常に不愉快で不安が募る。
地域へ ワ䛾 ークショップ等行っているようだが、本当 対象であ䛾 る未就学児 いる䛾 保護者が参加する䛾䛿
困難である。こ ようなネ䛾 ットで ア䛾 ンケートも行ってほしい。
対象地区及び対象地区外へ 地域団体へ 説明や意見交換・ア䛾 䛾 ンケートを行ってほしい。
スクールバス 範囲拡大・公共交通利用 促進・安全性通学時間 短縮を図る䛾 䛾 䛾
学校再編に伴い、放課後学級 利用時間拡大・利用対象者 拡大䛾 䛾 䛿必須である

学校再編に関する情報先行 進め方 見直し䛾 䛾
地域及び保護者へ 積極的なア䛾 ンケート

スクールバス 導入䛾
放課後 子供達 居場所䛾 䛾



学校

子供 環境を第一に䛾

近年 目まぐ䛾 るしい環境変化に対する子供 不安を探り䛾 、子供へ 適切な対策を講じてほしい䛾
学校再編に伴う通学距離・通学時間

宿題で使わない教科書や教材 置き䛾 勉 推進等䛾

学校再編について

子供達へ求めているも䛾

地域 子供達

子供たちへ ア䛾 ンケート



学校

子供 環境を第一に䛾

現状 校区・学級数・生徒数に対する䛾 不満を解消する為

学校再編について

保護者 願い䛾

地域 子供達
子供たちへ ア䛾 ンケート

情報先行 進め方 見直し䛾 䛾

小学校選択制 導入䛾

放課後 子供達 居場所䛾 䛾

スクールバス 導入䛾

地域及び保護者へ ア䛾 ンケート

新聞・メディア等 情報先行 為、保護者や地域が非常に不䛾 䛾
安になっている。進め方を明確に。

対象地区及び対象地区外へ 地域団体へ 説明や意見交䛾 䛾
換・アンケートを行ってほしい。

スクールバス 範囲拡大・公共交通利用 促進・安全性通学䛾 䛾
時間 短縮䛾

共働き率 高い富山市において、放課後学級 利用時間拡䛾 䛾
大・利用対象者 拡大䛾 䛿必須

近年 目まぐ䛾 るしい環境変化に対する子供 不安を探る䛾 た
め、随時子供達へ ア䛾 ンケートを行い


